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一般社団法人新しい自治体財政を考える研究会 

 
 

 

茨城県つくばみらい市と自治体財政 DX に関する包括連携協定を締結しました 

 

～予算編成サポートシステムを活用し、財政力の向上を図ります～ 

全国の自治体職員の皆さんと共に財政問題を考える一般社団法人新しい自治体財政を考える研究会（所在地：東京都

港区、代表理事：定野司）は、茨城県つくばみらい市（市長：小田川浩）、株式会社 WiseVine（本社：神奈川県横

浜市西区、代表：吉本翔生）と自治体財政 DX に関する三者協定「財政力向上を目的にした包括連携に関する協定書」

を 2022 年 11 月 17 日付で締結しました。 

 

つくばみらい市では、「限られた財源で、健全な財政運営を持続させる」ことを軸に、身の丈にあった予算編成を心掛けています。 

市の財政規模に見合った予算編成を行い、将来を担う子どもたちの生活も考慮し、必要以上に後世へ負担の先送りしない財

政運営に努めています。また、自治体マネジメントによる「稼ぐつくばみらい市」を推進しています。 

 

一般社団法人新しい自治体財政を考える研究会と株式会社 WiseVine は、多くの自治体財政が抱えている「事業の優先順

位付け（ビルド＆スクラップ）ができない」「マネジメント部門と現場部門の情報の非対称性・流通性」といった課題を解決すべ

く、予算編成・経営管理サービス「WiseVine Build&Scrap」（略称：BnS）や歳入歳出額のシミュレーション・予算査定の

他自治体比較が可能となる「査定ノウハウダッシュボード」などの予算編成サポートシステムの開発を共同で進めています。 

 

今後は、つくばみらい市の予算編成や予算の執行管理等の分野において三者の連携を強化することにより、財政力の向上を図

り、地域の発展及び活性化に寄与してまいります。 

 

「査定ノウハウダッシュボード」概要 

 

株式会社 WiseVine の「事務事業 TAG」と一般社団法人新しい自治体財政を考える研究会が持つ、事業を査定する視点

を一般化した「軸」を、全国の自治体の査定情報に紐づけることで、自治体間比較や歳入歳出額シミュレーションを可能にしま

す。 

 

※詳細 

別添資料参照 

 

 



「WiseVine Build＆Scrap」（略称：BnS）概要 

 

予算編成業務をアップデートするためのシステムです。 

株式会社 WiseVine が持つ、全国の自治体の事務事業を一般化した「事務事業 TAG」や、その構築で培ったノウハウをベース

に、原課・財政課・企画部門・首長の情報共有と、作業の効率化を図ることができる一元管理システムとすべく、開発中です。 

自治体で導入されている財務会計システムと連携させることで全庁の横の繋がりを生み出し、「事業の優先順位をつけたい」「財

政状況や事業の実施状況を全庁で可視化したい」「時間外勤務を削減したい」などのお悩みに応えます。 

 

※詳細 

https://corp.wise-vine.com/recruit 

 

「一般社団法人新しい自治体財政を考える研究会」概要 

法人名：一般社団法人新しい自治体財政を考える研究会 

所在地：〒107-0062 東京都港区南青山二丁目 2 番 15 号ウィン青山 942 

代表理事：定野司 

設立：2022 年 8 月 5 日 

事業内容：自治体運営に関する調査・研究とその成果の普及・提言、個別自治体の財政運営に関する研修の支援・協力 

など 

TEL：050-1741-1066 

FAX：050-6875-6228 

e-mail：consensus@lg-zaisei.com 

URL：https://new-zaiseikenkyukai.com/ 

 

本リリースに関する報道お問い合わせ先 

一般社団法人新しい自治体財政を考える研究会 広報担当 小澤 華奈 

TEL：050-1741-1066 

FAX：050-6875-6228 

e-mail：consensus@lg-zaisei.com 

 

 


